
 

（第２号様式） 
令和７年３月 31 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立追浜高等学校長（定時制）  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 24 日実

施） 

総合評価（３月 31 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒個々に応
じた学習指導に
よる基礎的・基
本的な学力の習
得 と 定 着 を 図
る。 
 
 
 
 
 
 
②社会を生き抜
く力の育成を目
指し、『学びな
おし』の実現に
向けた『わかり
やすい授業』の
実 践 を 推 進 す
る。 
 

 

 

①教科ごと適切
な時期に評価を
行い、成果を実
感させる。 
 
 
①ＴＴによる学
習環境を効果的
に活用した授業
展開を実践す
る。 
 
②ＩＣＴ機器等
を活用した授業
展開を研究し、
生徒の『学びな
おし』につなが
る授業改善を行
う。 
 
 

 

①科目の単元ごと
に評価方法を工夫
して学力習得につ
ながる評価を実施
する。 
 
①授業評価等を利
用し、生徒の学習
状況を的確に把握
する。 
 
 
②ＩＣＴ機器等を
活用し『わかりや
すい授業』を展開
する。 
 
②教員相互の授業
見学・研究を実施
する。 
 

 

①学習内容の理解
度や達成度につい
て、自己評価が向
上したか。 
 
 
①生徒が授業にお
いて「満足感や充
実感」を得られた
か。 
 
 
②『学びなおし』
や『わかりやすい
授業』を実感でき
たか。 
 
②授業見学・研究
を実施し成果の共
有がされたか。 

①授業評価の結果を見
ると、「あらたにでき
ることが増えた」と回
答している生徒が多
い。 
①ほとんどの教科でＩ
ＣＴを活用できた。学
習内容の理解に役立っ
た。 
 
 
②数学と英語におい
て、習熟度別学習を実
施した。義務教育段階
での学習も必要に応じ
て扱うことができた。 
②教員相互の授業見学
を実施し、他教科での
取り組みを参考にする
機会が作れた。 

①次年度も、各学期に中
間評価を行い、自分の学
習を振り返る機会を設け
る。 
 
①大型モニターが設置さ
れる予定であるので、さ
らにＩＣＴの活用を進め
る。 
 
②『学びなおし』ととも
に、日本語に課題のある
生徒への対応を進めてい
く。 
 
 
②他校での実践例も参考
にできるように、研究授
業などにも参加する。 

①ＩＣＴの活用に
より、生徒の基礎
学力の定着につな
がり評価できる。
ジャムボードの活
用などは生徒の意
見の共有化などに
有用である。上手
く活用して欲し
い。 
 
 
②ＴＴによる指導
は生徒の学習意欲
の持続等に効果的
であった。公開授
業の見学にて、Ｔ
Ｔの授業展開によ
りきめ細やかな指
導など評価でき
る。 
 

①科目の単元ごとに評価方
法を考案し、基礎的・基本
的な学力の習得につながる
評価を実施したことで、新
たな発見を得られた生徒の
回答が増加した。また、授
業評価の分析により、生徒の
学習状況を的確に把握するこ
とができた。 
 
①ＩＣＴ機器の利活用によ
り、学習内容の理解向上と視
覚的な支援が有効な生徒に効
果的な学習指導に結びつけ
た。今後はＩＣＴ機器の有効
的な活用が必要である。 
 
 
②習熟度別学習やＴＴによ
り、必要に応じて義務教育段
階での学習を導入し、『学び
なおし』や『わかりやすい授
業』を実践できた。学び直し
ともに、日本語に課題のある
生徒への支援体制の整備が必
要である。 

①科目の単元ごとに評価方法と 
基礎的・基本的な学力の習得の
関連性を更に見直し、生徒自身
が学習内容を振り返る場面を実
施し、中間評価の充実を目指す 
 
 
 
①学習効果の充実を図るために
ＩＣＴ機器を活用する場面に応
じたハードやソフトを適切に選
択し、積極的・効果的に活用す
る。 
 
 
②生徒一人ひとりの学習ペース
やニーズに応じた指導により
『学びなおし』の効果を高め
る。日本語に課題にある生徒に
対して補習時間の設定を組織的
に検討する。 

２ 
 
生徒指導・支
援 

①生徒一人ひと
りが抱える課題
や教育的ニーズ
を把握し、生徒
に寄り添った支
援を組織的に進
める。 
 
 
②学校行事への
主体的な活動を
推進し自己効力
感を高め、他者
と の 協 働 に よ
り、心の豊かさ
や規範意識の醸
成を図る。 
 

 

①全職員にて生
徒の課題や教育
的ニーズを的確
に把握し、個に
応じた指導と支
援が一体化し
た、寄り添った
支援を進める。 
 
②学校行事等の
活動を通して生
徒の主体性と規
範意識を育み、
達成感を得られ
る支援を整え
る。 

 

 

 

 

 

①情報共有会等
で、生徒個々の状
況や課題、ニーズ
などの情報を共有
し、組織として迅
速かつ適切な支援
を多角的に行う。 
 
②学校行事等で生
徒の主体的な運営
を支援する。積極
的な学校行事の参
加により生徒の自
己効力感を高め
る。 
 
②教職員による積
極的な「挨拶」や
「声掛け」を推奨
し、生徒の基本的
生活習慣の確立を
目指す。 

①情報共有会等を
活用し、生徒に寄
り添った個別支援
や、ＳＣ・ＳＳ
Ｗ、外部機関との
連携による支援を
行えたか。 
 
 
②生徒が主体的に
学校行事等の活動
に参画できたか。
活動等を通して達
成感を得ることが
できたか。 
 
 
②教職員や生徒相
互間での積極的な
挨拶ができるよう
になったか。 

 

①定期的に生徒の情報
共有会を行い、問題行
動の未然防止等に情報
を活用することができ
た。 
①生徒に寄り添った個
別支援や、ＳＣ・ＳＳ
Ｗ、外部機関との連携
により、支援を的確に
行えた。 
②生徒会を中心に学校
行事や委員会活動等を
企画・運営し、生徒が
主体的かつ協働的に活
動に参画できた。 
②生徒は学校行事や部
活動等に主体的かつ積
極的に関わった結果、
自己効力感や達成感を
得ることができた。 
②教職員や生徒相互間
で積極的に挨拶を行う
ことができた。 

①一人ひとりの生徒との
信頼関係を築くために、
生徒の言動に注意して、
丁寧に指導すること、よ
りきめ細かく対応するこ
とで問題行動の未然防止
に務める。  
①生徒の家庭環境を的確
に把握し、引き続き校内
の生徒支援体制及び外部
との連携を充実させ迅速
な対応を行う。 
②本校に入学する生徒の
社会性向上のため、今後
も学校行事や委員会活
動、部活動等を大切に
し、自己肯定感・自己有
用感を醸成し、自己効力
感を高め、他者を尊重す
る意識の向上を図る。 
②引き続き、教職員によ
る積極的な「挨拶」や
「声掛け」を心掛け、生
徒の基本的生活習慣の確
立を目指す。 

①生徒個々の情報
共有により、個別
支援体制を構築し
ているのは評価で
きる。課題も複雑
で多岐にわたって
いるなど、中学校
でも不登校となる
など弱い生徒が増
加している。そう
いった生徒への対
応に苦慮してい
る。 
①外国につながり
のある生徒支援も
問題であるが、経
済的に困窮する生
徒の支援も尽力し
て欲しい。 
 
 

①定期的な生徒情報共有会
により、生徒個々の情報を
適切に把握し、個別生徒支
援体制を確認することで、
問題行動等の未然防止につ
なげた。 
①外国につながりのある生
徒に対して、外部連携機関
との定期的なケース会議に
より適切な支援を行うこと
ができた。 
 
②生徒会行事への生徒参加率
が高く、生徒主体の運営も軌
道にのっている。生徒の自己
効力感を高めることにつなが
った。 

①生徒一人ひとりの多様な背景
の理解を深めるとともに信頼関
係を構築する寄り添った支援を
向上させる。また、外国につな
がりのある生徒に対しての個別
支援等を具体的に検討する。 
 
①外部機関との連携をさらに強
化し、支援が必要な生徒に対し
て、専門的な知識援助を求め効
果的な支援を推進する。 
 
②社会性向上を目指し、学校行
事や委員会活動内容の充実とソ
ーシャルスキルトレーニングを
計画する。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 24 日実

施） 

総合評価（３月 31 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指導・支
援 

①生徒一人ひと
りのキャリア発
達段階に応じた
キャリア教育を
推進する。 
 
 
 
②個々の進路実
現を組織的に支
援する指導体制
を整備する。 

 

①進路実現に向
け定時制独自の
キャリアパスポ
ートを活用し進
路プログラムを
充実させる。 
 
 
②希望進路実現
に向け、個々に
応じた進路指導
を行う。 

 

①キャリア活動を
有効活用し、進路
情報を収集させ選
択の幅を広げ職業
意識の向上を目指
す。 
 
 
②進路ガイダンス
の充実と外部機関
の進路アドバイス
を活用する。 
 

 

①キャリアパスポ
ートから将来設計
を可視化できた
か。 
 
 
 
 
②自身の将来にむ
けた進路選択を見
出すことができた
か。 
 
②ガイダンスによ
り自身の進路意識
に変化が生じた
か。 

 

①キャリアパスポート
などを活用しながら、
自分の進路について考
えることができた。 
 
 
②５月に全学年で進路
に関するガイダンスを
行った。学年ごとに目
標を決めて取り組ん
だ。 
 
 
②卒業生 13 名、全員が
自分の希望する進路に
進むことができた。 

①キャリアパスポートは
学年ごとに作成している
ため、学校として標準版
を作成できるとよい。 
 
 
②ＳＰＩなどの問題に取
り組む機会を増やす。 
 
 
②夏休みのサマースクー
ルで、キャリアの講座を
有効活用する。 

②卒業生すべての
生徒が希望進路に
決定したこと、一
般受験にて大学に
進学したことは評
価できる。 
 
 
 
 

①キャリアパスポートを活
用したことで、段階的なキ
ャリア教育を推進できた。
外国につながりのある生徒へ
のキャリア支援に苦慮してい
る。来年度は外国につながり
のある生徒の進路を決定につ
なげることが課題である。 
 
②卒業生すべての生徒が希望
進路に決定した。一般受験希
望者に対して、模試試験など
適切な指導を行い、希望大学
に進学できた。 
 
 
 
 

①キャリアパスポートを効果的
に活用し、具体的な進路選択や
キャリアプランニングを重視
し、社会的・職業的自立にむけ
た取組を推進する。 
 
 
 
②将来の就職活動において、基
礎学力や論理的思考の育成を目
指し、SPI を活用し進路選択肢
を広げる取組を推進する。 

４ 
地域等との協
働 

①地域社会やＰ
ＴＡと連携し、
地域に信頼され
る学校づくりを
推進する。 
 
 
②生徒の自己効
力感を高める活
動等、学校情報
を積極的に発信
し、学校広報活
動を推進する。 

①地域社会やＰ
ＴＡとの協働的
な活動を推進
し、連携を深め
る。 
 
 
②学校行事や学
校生活等の公開
を積極的に計画
し、魅力ある学
校を外部に発信
等広報活動を充
実する。 

①地域社会やＰＴ
Ａとの連携を密に
して、活動の実施
形態などを検討し
活動に取組む。 
 
 
②学校行事や学校
生活等の公開を積
極的に計画し、魅
力ある学校を外部
に発信等広報活動
を充実する。 

 

①地域社会やＰＴ
Ａとの連携による
活動を実施できた
か。 
 
 
 
②適切な時期に中
学校訪問が実施で
きたか。 
②外部への情報発
信やホームページ
更新回数が増加し
たか。 

①文化祭やマラソン大
会等の行事においてＰ
ＴＡと連携した取組み
を行うことができた。 
 
 
 
①地域のごみ拾いや追
浜駅前広場の花のプラ
ンター設置等を通し
て、地域との連携を深
め、地域に貢献する活
動を行うことができ
た。 

①役員不足は深刻な課題
であるが、様々な機会を
通して会員との意思疎通
を図るとともに、ＰＴＡ
活動の精選、取組みの充
実に取り組む。 
 
①校内外の取組を充実さ
せ、保護者や地域の方々
との連携や外部資源の活
用を進め、地域連携を強
化する。 

①少人数ではある
が、ＰＴＡ活動の
充実に向け取組み
は評価できる。 
 
 
 
①地域貢献活動は
地域に活性化を与
えている。地域の
小中学生も活動に
興味を示していた
ことは評価でき
る。 

①ＰＴＡと教職員が連携し
て、活動を充実させた。委員
会等の実施もリモートを活用
して実施するなど工夫を凝ら
した。役員不足など組織の在
り方も含めて検討が必要であ
る。 
 
②地域清掃や地域貢献活動は
９割以上の生徒が参加し、地
域との連携を深める活動がで
きた。 
 
②中学生の進路決定時期に中
学校訪問を全職員で対応でき
た。 

①来年度以降の活動内容を精査
し、少人数でも活動できる内容
の工夫を検討するとともにＰＴ
Ａ活動の理解を深めるＰＲ活動
を進める。 
 
 
 
②継続的な地域社会とのつなが
りを進め、関係機関との連携を
密にする調整と活動評価を活か
す方法を検討する。 
 
 

５ 
学校管理 
学校運営 

①安全・安心し
て生活できる環
境を確立する。 
 
 
②コンプライア
ン ス 意 識 を 高
め、不祥事防止
に取り組み、ラ
イフワークバラ
ンスの充実を目
指す働き方改革
を推進する。 

①安全・安心し
て生活できる環
境を整える。 
 
 
②不祥事防止に
向けた取組を組
織的に行い、不
祥事防止に向け
た意識啓発を図
る。 

①生徒の安全が確
保されるよう防災
訓練を通して、防
災意識向上を目指
す。 
  
②教職員が主体と
なる不祥事防止研
修会を実施し、職
員の意識の向上を
目指す。 

①実災害に対応し
た防災訓練を実施
し、生徒の防災意
識が向上したか。 
 
 
②不祥事防止会議
と研修が連携した
取組みを行い、職
員の意識が向上し
たか。 

①大規模災害から自ら
の判断で自らの安全を
確保できるよう、資料
や映像、クイズ等を活
用した防災訓練を実施
し、防災意識の向上を
図った。 
 
①防災備蓄品の使用期
限と個数の確認を行
い、次年度の購入計画
を検討した。 
 

①地震や津波、大雨など
大規模災害時における、
避難場所の確認、対応の
仕方等について、防災訓
練等の防災教育を通して
意識や対応力を高める取
組みを継続的に行ってい
く。 
 
①防災備蓄品の管理を全
日制と連絡を取り確実に
行うとともに備品の充実
を図っていく。 

①地震や津波など
大規模災害時にお
ける、避難場所の
確認や訓練は評価
できる。地域と連
携した防災訓練も
必要を感じる。 
 
 
 
 
 

①大規模災害を想定した訓
練を実施できた。地域のハ
ザードマップを活用し、自
らの判断により各災害の際
の判断を意識させる指導を
行った。 
 
②定期的な不祥事防止研修
会により、教職員全体でコ
ンプライアンス意識を高める
取組を推進した。 

①防災意識を高める訓練等を継
続させ、夜間時の避難場所への
避難や対応方法など実訓練を通
じて対応力を身につけさせる指
導をする。 
 
 
②不祥事事案に対して、様々な
事例を基に各研修会を実施し不
祥事防止に向けた取組と職場環
境を構築する。 

 


